
　
　
爺
湖
町
の
特
産
品
を
使
っ
た

　
　
特
別
料
理
を
提
供
す
る
「
洞

爺
湖
町
フ
ェ
ア
」
が
８
月
、
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル（
札

幌
市
中
央
区
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
洞
爺
湖
町
フ
ェ
ア
は
、
町
と
Ｊ

Ａ
と
う
や
湖
と
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
の
連
携
で
行
わ
れ

て
お
り
、
今
回
で
３
回
目
。
例

年
、
町
が
誇
る
野
菜
や
海
産
物
な

ど
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ
れ
た
特
別

メ
ニ
ュ
ー
が
登
場
し
、
好
評
を
博

し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
フ
ェ
ア
で
は
、
財
田
米

と
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
か
雪
蔵
で
貯

蔵
さ
れ
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
一
緒
に

炊
き
こ
ん
だ
釜
飯
、
と
う
や
湖
和

牛
の
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
な
ど
多
彩
な

料
理
が
メ
ニ
ュ
ー
に
並
び
ま
し
た
。

14
日
に
は
ホ
テ
ル
内
の
レ
ス
ト

ラ
ン
「
ロ
ン
ド
」
で
試
食
会
が
開

催
。
Ｊ
Ａ
と
う
や
湖
高
井
一
英
代

表
理
事
組
合
長
や
と
う
や
湖
観
光

大
使
と
下
道
町
長
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
ど
の
料
理
も
町
で
育
ま
れ
た
食

材
の
味
が
生
か
さ
れ
、
高
井
組
合

長
は
「
安
心
・
安
全
な
食
材
の
提

供
を
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。
試
食
会
で
は
、
赤
シ
ソ
を

使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
の
試
飲

会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
で
は
、
洞
爺

湖
有
珠
山
ジ
オ
パ
ー
ク
の
ム
ー

ビ
ー
や
写
真
が
見
ら
れ
る
展
示
も

実
施
。
食
だ
け
で
は
な
い
町
の
魅

洞
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町自慢の名産品が集結！町自慢の名産品が集結！

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
虻
田
神
社
で
例
年
行
わ

れ
て
い
る
ホ
タ
テ
の
貝
殻
を
使
っ

た
風
鈴
と
七
夕
飾
り
の
展
示
も
あ

り
、
涼
し
げ
な
音
が
宿
泊
客
の
耳

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
安
心
・
安
全
な
農
産

物
を
育
て
る
ク
リ
ー
ン
農
業
が
進

ん
で
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
と
う
や
湖
は

２
０
０
９
年
11
月
、
農
産
物
の
安

全
性
の
高
さ
を
示
す
国
際
認
証
規

格「
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ　
Ｇ.

Ａ.

Ｐ

認
証
」
を
全
国
の
Ｊ
Ａ
系
統
組
織

で
初
め
て
取
得
。一
部
の
野
菜
は
、

21
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
村
で
利
用

さ
れ
て
お
り
、
品
質
の
高
さ
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

洞爺の味を楽しむ試食会の参加者洞爺の味を楽しむ試食会の参加者

様々な野菜を盛り込んだ洞爺ベジランチ様々な野菜を盛り込んだ洞爺ベジランチ

■■問合せ　農業振興課農業振興グループ（☎82-5111問合せ　農業振興課農業振興グループ（☎82-5111））

赤シソのクラフトビールで乾杯赤シソのクラフトビールで乾杯

財田米をふっくら炊き上げた釜飯膳財田米をふっくら炊き上げた釜飯膳

洞爺の自然や文化を伝えるロビー展洞爺の自然や文化を伝えるロビー展
涼し気な音を響かせた涼し気な音を響かせた
ホタテ風鈴ホタテ風鈴


